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◎群馬県告示第４６号 

 森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２６条の２第１項の規定により、次のとおり保安林の指定を解除する予

定である。 

  令和５年２月２４日 

群馬県知事 山 本 一 太   

１ 解除予定保安林の所在場所 渋川市赤城町栄字十二通上６２７、６３４の１、６４２の１、８６６の１、８６

６の４、８８８、８９１、８９２の４、８９２の５ 

２  保安林として指定された目的 風害の防備 

３ 解除の理由 指定理由の消滅  

 

 

 

◎群馬県告示第４７号 

 都市再開発法（昭和４４年法律第３８号）第７条の２０第１項の規定により、第一種市街地再開発事業の終了に

ついて、次のとおり認可した。 

  令和５年２月２４日 

群馬県知事 山 本 一 太   

１ 施行者の氏名又は名称 山本高治郎及び関東建設工業株式会社 

２ 事業施行期間 令和２年８月１１日から令和４年１２月３１日まで 

３ 施行地区 太田市浜町４番８及び８１番から８３番までの全部並びに３番２４先道路、３番２４先水路、３番

２４先土揚敷、４番２先道路、４番２先水路、４番６先道路及び４番６先水路並びに３番２４、３番２６、４番

６及び４番７の各一部 

４ 第一種市街地再開発事業の名称 太田市浜町第二地区第一種市街地再開発事業 

５ 第一種市街地再開発事業の施行認可の年月日 令和２年８月３日 

６ 第一種市街地再開発事業の終了の認可の年月日 令和５年２月１５日 

 

 

 

 都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第２項の規定により検査済証を交付したので、次の開発行為

に関する工事が完了した旨を公告する。 

  令和５年２月２４日 

群馬県知事 山 本 一 太   
 

番号 開発区域又は工区に含まれる地域の名称 開発許可を受けた者の住所及び氏名 

１ 邑楽郡邑楽町大字篠塚字大黒１４０５－６ 邑楽郡邑楽町大字篠塚１４０５番地１ 
新井洸稀 
桐生市広沢町５丁目１９５４番地の１５ 
堀江桃加 

２ 邑楽郡板倉町大字板倉字藤宮７４６－２、７６９、 東京都千代田区二番町８番地８ 
   

■ 告  示 

■ 公  告 
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 ７７０、８００、８３３－２の一部、８３３－９ 株式会社セブン－イレブン・ジャパン 代表取
締役 永松文彦 
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群
馬
県
教
育
委
員
会
職
員
倫
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 
 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
 
 

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

平 

田 

郁 

美 
 

 

 
 

 

群
馬
県
教
育
委
員
会
職
員
倫
理
規
程 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
規
程
は
、
職
務
の
執
行
の
公
正
さ
に
対
す
る
県
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行

為
等
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
務
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
官
民
共
創
を
推
進
す
る
た
め
に
事
業
者
等
と
の
交
流
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
職
員
」
と
は
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
群
馬
県
立
の

教
育
機
関
に
勤
務
す
る
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条
第

二
項
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
職
員
を
い
う
。 

（
総
括
倫
理
監
督
者
） 

第
三
条 

職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
を
図
る
た
め
、
職
員
倫
理
を
監
督
す
る
職
員
と
し
て
、

総
括
倫
理
監
督
者
を
置
く
。 

２ 

総
括
倫
理
監
督
者
は
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
群
馬
県
立
の
教
育
機
関
（
群
馬
県
立

学
校
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
教
育
次
長
（
管
理
）
（
群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
事
務
専

決
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
訓
令
乙
第
四
号
）
第
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
と
し
、
群
馬
県
立
学
校
に
お
い
て
は
教
育
次
長
（
指
導
）
（
同
項
第

二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
と
す
る
。 

３ 

総
括
倫
理
監
督
者
は
、
こ
の
規
程
に
定
め
る
事
項
の
実
施
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
責
務
を
有
す

る
。 

 

一 

職
員
か
ら
の
群
馬
県
職
員
倫
理
規
程
（
令
和
四
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
八
号
）
第
五
条
第
二
項

及
び
第
九
条
に
規
定
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

二 

職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
、
必
要
な
指
導
及
び
研
修
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
の
た
め
の
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
。 

 

四 

こ
の
規
程
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
そ
の
旨
を
教
育
長
に
報
告
す
る
こ
と
。 

４ 

群
馬
県
職
員
倫
理
規
程
に
定
め
る
倫
理
監
督
者
の
業
務
は
、
総
括
倫
理
監
督
者
が
行
う
も
の
と

す
る
。 

５ 

総
括
倫
理
監
督
者
は
、
そ
の
指
定
す
る
職
員
に
、
こ
の
規
程
に
定
め
る
そ
の
職
務
の
一
部
を
行

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
補
則
） 

第
四
条 

こ
の
規
程
に
定
め
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
群
馬
県
職
員
倫
理
規
程
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
群
馬
県
職
員
倫
理

規
程
第
二
条
第
二
項
中
「
群
馬
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
群
馬
県
条
例

第
五
十
五
号
）
第
八
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
群
馬
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二

十
六
年
群
馬
県
条
例
第
五
十
五
号
）
第
八
条
の
二
又
は
群
馬
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
群
馬
県
条
例
第
四
十
一
号
）
第
十
一
条
の
二
」
と
、
同
規
程
第
二
条

第
五
項
た
だ
し
書
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
教
育
長
」
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
群
馬
県
職
員
倫
理
規
程
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、

又
は
こ
れ
に
よ
る
こ
と
を
適
当
と
し
な
い
と
き
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

     

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
四
日 

群
馬
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

森 

田 
 

 

均 
 

 

群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号 

 
 

 

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
一
警
察
の
部
警
察
本
部
の
項
中
「
参
事
官
」
を
「
会
計
統
括
官 

参
事
官
」
に
改
め
、
「 

副
校
長
」
を
削
り
、
「
営
繕
指
導
官
」
を
「
営
繕
指
導
官 

施
設
企
画
指
導
官
」
に
改
め
、
「 

情

報
シ
ス
テ
ム
指
導
官
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
三
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。 

          

■
 

教
育
委
員
会
訓
令 

■
 

人
事
委
員
会
規
則 
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